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募
集

な
り
ま
す
。

【
微
小
粒
子
状
物
質

（Ｐ
Ｍ
2.5
）】

　
Ｐ
Ｍ
2.5
と
は
、直
径
が
2.5㎛
（
１㎛
は
０
．

０
０
１
㎜
）
以
下
の
大
気
汚
染
物
質
の
こ
と

で
、
燃
焼
に
よ
る
ば
い
じ
ん
や
自
動
車
の
排

気
ガ
ス
な
ど
か
ら
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
微
小
な
粒
子
の
た
め
、
肺
の
奥
ま
で
入

り
込
み
や
す
く
、
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
大
気
汚
染
状
況
等
の
確
認
方
法　

県
で
は
、

注
意
喚
起
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
や
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎

０
８
３
‐
９
２
２
‐

１
８
３
３
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

▼
注
意
報
等
発
令
時　

屋
外
で
長
時
間
の
激

し
い
運
動
を
控
え
る
、
外
出
を
で
き
る
だ

け
減
ら
す
、窓
の
開
閉
を
最
小
限
に
す
る
。

問問 

市
環
境
衛
生
課
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐

２
１
７
６
、
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
‐
９
２
４
‐
３
６
７
０
、
県
環
境

政
策
課
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
０
３
４

飼
犬
の
散
歩
の
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

　
リ
ー
ド
は
短
く
持
ち
、

飼
い
主
の
そ
ば
を
歩
か

せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

散
歩
の
前
に
自
宅
で
ト

イ
レ
を
済
ま
せ
ま
し
ょ

う
。
散
歩
中
に
や
む
を
得
ず
フ
ン
を
し
た

場
合
は
、
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
オ

元
コ
ー
ド
参
照
。

▼
対
象
事
業 

市
内
国
際
交
流

促
進
事
業
…
上
限
50
万
円
、

多
文
化
共
生
促
進
事
業
…
上
限
10
万

円
、
海
外
派
遣
事
業
…
上
限
50
万
円

▼
補
助
決
定
ま
で
の
流
れ 

①
申
請
書
提
出

→
②
審
査
会
開
催
→
③
補
助
決
定

▼
提
出
期
限　

5
月
30
日
（
金
）

※
期
限
後
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
事

業
開
始
の
2
か
月
前
ま
で
に
要
提
出
。

▼
審
査
会　

6
月
中
旬
予
定

問問
申申

 

国
際
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
２
５

自
衛
官
募
集
対
象
者
情
報
の

提
供
に
つ
い
て

　
令
和
7
年
度
対
象
者
の
情
報
（
氏
名
・

住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
）
を
自
衛
隊
に

紙
媒
体
で
提
供
し
ま
す
。
提
供
を
希
望
さ

れ
な
い
方
は
除
外
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
等
は

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
取
得

可
能
で
す
。

▼
対
象
者 

平
成
19
年
4
月
2
日
～
平
成
20

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

問問
申申

  

5
月
15
日(

木
・
必
着)

ま
で
に

防
災
危
機
管
理
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
７
２
３

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

本
を
借
り
ま
せ
ん
か

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
小
説
、
絵
本
、
漫
画
な
ど
の
関
連

図
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

購
入
図
書
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問問
所所

 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
ぽ

ぽ
ら
（
中
央
二
丁
目
５
‐
１
）
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
４
１

Ｊ
Ｒ
山
口
線
で
の
遠
足
等
を
助
成

　

山
口
線
利
用
促
進
協
議
会
（
山
口
市
、

島
根
県
益
田
市
、
津
和
野
町
、
吉
賀
町
で

構
成
）
で
は
、
次
に
掲
げ
る
対
象
団
体
ま

た
は
グ
ル
ー
プ
が
山
口
線
を
利
用
し
て
実

施
す
る
遠
足
等
に
係
る
運
賃
等
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間　

令
和
8
年
3
月
15
日
（
日
）
ま
で

▼
対
象　

協
議
会
構
成
市
町
内
の
学
校
等
ま

た
は
、
学
校
等
に
在
籍
す
る
児
童
等
で
主

に
構
成
さ
れ
た
3
人
以
上
の
団
体
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
。実
施
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問問 

山
口
線
利
用
促
進
協
議
会
（
事
務
局　

交
通
政
策
課
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
２
９

　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
・

微
小
粒
子
状
物
質

（Ｐ
Ｍ
2.5
）

【
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
】

　

４
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
日
差
し

が
強
く
気
温
が
高
い
日
で
風
が
弱
い
と

き
は
、
大
気
汚
染
物
質
に
よ
る
「
光
化

学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
が
発
生
し
や
す
く

シ
ッ
コ
を
し
た
場
合
は
、
水
を
か
け
、
に

お
い
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問問 

環
境
衛
生
課
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐

２
１
７
６

運
転
免
許
業
務
の
日
程
変
更
（阿
東
）

　
4
月
か
ら
、
阿
東
幹
部
交
番
と
阿
東
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
転
免
許
業
務
受
け
付
け

日
時
が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

▼
阿
東
幹
部
交
番　

第
１
、２
、３
、５
水
曜

9
時
～
16
時

▼
阿
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

第
4
水
曜
10

時
～
12
時
30
分

問問 

山
口
警
察
署
☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐

０
１
１
０

市
民
活
動
カ
レ
ン
ダ
ー

　
市
内
の
市
民
活
動
団
体
等
が

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問問 

山
口
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
ぽ

ら
ん
て
☎
０
８
３
‐
９
０
１
‐
１
１
６
６

認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
団
体
を
募
集

　
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民

等
誰
も
が
参
加
で
き
る
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

を
運
営
す
る
団
体
に
対
し
、
事
業
費
の
一
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記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
地
域　

市
内
全
域
（
未
設
置
地
域

の
大
殿
、
湯
田
を
優
先
す
る
場
合
あ
り
）

▼
募
集
期
間 
４
月
15
日
（
火
）
～
12
月
26

日
（
金
）
で
、
予
算
額
に
達
し
た
時
点

で
受
付
終
了
。

問問
申申

 

高
齢
福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
９
２

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員
の
募
集

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
進
め

る
た
め
に
策
定
し
た
「
山
口
市
こ
ど
も
計

画
」
の
実
施
状
況
等
の
点
検
・
評
価
・
見

直
し
を
行
う
た
め
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

会
議
録
と
委
員
名
簿
は
原
則
公
開
し
ま
す
。

▼
任
期　

７
月
～
令
和
10
年
6
月
の
3
年
間

▼
対
象　

市
の
子
育
て
支
援
に
関
心
が
あ

り
、
平
日
昼
間
に
開
催
の
年
3
回
程
度

の
会
議
に
出
席
で
き
る
市
民
3
人
程
度

問問
申申

 

５
月
９
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
に
掲
載

の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、「
応
募
の
動
機
」

（
８
０
０
字
程
度
）
を
、
持
参
、
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
こ
ど
も
未

来
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
４
１
３
８
、

kodom
o@

city.yam
aguchi.lg.jp

地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
員
の
募
集

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
地
域
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
任
期　

6
月
1
日
（
日
）
～
令
和
9
年

5
月
31
日
（
月
）
の
2
年
間

▼
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
18
歳
以
上
の
方

▼
活
動
内
容　

市
や
県
、
県
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
つ
い
て
地
域
住
民
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
普
及
活
動
を
行
い
ま
す
。

問問
申申

 

5
月
16
日（
金
）ま
で
に
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
の
応
募

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
、
応
募
用

紙
（
環
境
政
策
課
・
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
入
手
可
）
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、

持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
、
環
境
政
策
課
（
〒
７
５
３
‐

０
２
１
４
大
内
御
堀
４
９
６
）
☎
０
８
３

‐
９
４
１
‐
２
１
８
１
、

０
８
３
‐

９
２
７
‐
１
５
３
０
、

kankyo@
city.yam

aguchi.lg.jp

※
４
月
28
日
（
月
）
以
降
は
亀
山
町
2
‐

1
、
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
８
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
以
外
の
方
法
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

「好
き
な
お
は
な
し
の
絵
」
募
集

　
子
ど
も
読
書
の
日
（
４
月
23
日
）、
こ

ど
も
の
読
書
週
間
（
４
月
23
日
～
５
月
12

日
）
に
あ
わ
せ
、
読
書
感
想
画
を
募
集
し
、

応
募
作
品
を
各
図
書
館
に
展
示
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
の
小
学
生
以
下
の
方

▼
賞　

応
募
者
に
記
念
品
を
贈
呈

▼
展
示
期
間　

６
月
～
11
月
（
予
定
）

申申 

八
つ
切
り
の
画
用
紙
を
使
用
し
、
裏
面

に
〒
住
所
、氏
名
、連
絡
先
、学
校
名
等
、

学
年
、
ク
ラ
ス
等
、
本
の
題
名
を
明
記

の
上
、
５
月
11
日
（
日
）
ま
で
に
、
各

図
書
館

問問 

中
央
図
書
館
☎
０
８
３
‐
９
０
１
‐

１
０
４
０

市
民
対
象
の

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

　
法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
困
り
ご
と

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
内
容
は
初
め
て
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
相
談
時
間
は
15
分
程
度
で
す
。

相
談
内
容
に
関
す
る
書
類
等
が
あ
れ
ば
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時 

4
月
30
日
（
水
）
13
時
30
分
～
16
時

▼
場
所 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
中
央

二
丁
目
５
‐
１
）

※
会
場
は
２
階
で
す
。
２
階
へ
の
移
動
が

困
難
な
場
合
は
、
予
約
時
に
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

▼
対
象 

市
民
先
着
20
人
（
要
予
約
）

問問
申申

 

4
月
23
日
（
水
）
～
28
日
（
月
）
に
、

電
話
で
、
市
民
相
談
室
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
８
６

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
参
加
者
募
集

　
市
内
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
向
け
た

効
果
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、山
口
市
ノ
ー

マ
イ
カ
ー
デ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日 

令
和
8
年
3
月
ま
で
の
毎
月
月
末

金
曜

▼
対
象 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
特
典 

ご
登
録
い
た
だ
い
た
参
加
者
に

は
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
に
バ
ス
を
半

額
で
利
用
で
き
、
協
賛
店
舗
・
施
設
で

割
引
が
受
け
ら
れ
る
「
バ
ス
半
額
カ
ー

ド
（
特
典
サ
ー
ビ
ス
付
き
）」
を
メ
ー

ル
に
て
配
布
し
ま
す
。

※
従
来
通
り
の
紙
カ
ー
ド
を
希
望
の
方

は
、
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
入
力
時
に
紙

カ
ー
ド
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

問問
申申

 

デ
ジ
タ
ル
版
、
紙
カ
ー

ド
と
も
に
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
）

掲
載
の
申
込
書
フ
ォ
ー
ム
、
ま
た
は
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
山
口
市
公
共
交

通
委
員
会
（
交
通
政
策
課
内
）
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
７
２
９
、

０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
６
５
４
、

kotsu@
city.

yam
aguchi.lg.jp

日
赤
活
動
資
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
日
本
赤
十
字
社
が
行
う
国
内
外
で
の
災

害
救
護
事
業
や
福
祉
増
進
等
の
活
動
は
、

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
活
動
資
金
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
活
動
資
金

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問問 

日
本
赤
十
字
社
山
口
市
地
区
（
地
域
福

祉
課
内
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
９
０
、
各
総
合
支
所
総
合
サ
ー
ビ

ス
課
、
日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部
☎

０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
１
０
２
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時
か
ら
・
山
口
総
合
支
所
Ａ
会
議
室　

※
4
月
30
日
（
水
）
以
降
は
農
業
振
興
課

で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。（
5
月
12

日
（
月
）
以
降
は
小
郡
総
合
支
所
、
徳

地
総
合
支
所
、
阿
東
総
合
支
所
の
農
林

振
興
事
務
所
で
も
申
請
可
能
）

▼
対
象 

市
内
で
30
ａ
以
上
の
耕
作
ま
た
は
市

内
産
作
物
の
販
売
を
し
て
い
る
農
業
者
等

▼
補
助
率 

対
象
経
費
の
3
分
の
1
（
上
限

額
20
万
円
）　

※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

問問
申申

 

農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
１
７

【
農
業
用
施
設
等
整
備
事
業
】

　

市
内
農
業
者
が
営
農
継
続
の
た
め
に
、

自
ら
行
う
農
業
用
水
路
や
農
道
の
補
修
等

の
整
備
工
事
に
必
要
な
原
材
料
費
お
よ
び

建
設
機
械
リ
ー
ス
料
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
参
照
。

▼
対
象 

30
ａ
以
上
の
耕
作
ま
た
は
作
物
の

販
売
を
し
て
い
る
農
業
者
等

▼
補
助
率 

対
象
経
費
の
10
分
の
７
（
上
限

額
20
万
円
）　

※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

問問
申申

 

農
林
整
備
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
９
５

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

　
農
業
生
産
条
件
の
不
利
な
中
山
間
地
域

に
お
い
て
、
集
落
等
を
単
位
に
協
定
を
締

結
し
、
５
年
間
以
上
農
業
生
産
活
動
等
を

行
う
場
合
に
、
面
積
に
応
じ
て
一
定
額
を

シ
ニ
ア
山
口
会
員
募
集

　
シ
ニ
ア
山
口
は
、
山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
愛
称
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
な
ど
、
生
活
を
豊
か
に
楽
し
く
す
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

問問 

シ
ニ
ア
山
口
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐

７
１
２
１

農
山
村
地
域
を
活
性
化
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
し
ま
す

　
市
内
の
農
山
村
エ
リ
ア
（
仁
保
・
小
鯖
・

陶
・
鋳
銭
司
・
名
田
島
・
秋
穂
二
島
・
秋
穂
・

徳
地
・
阿
東
地
域
）
の
地
域
資
源
を
活
用

し
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
の
活
性
化

を
図
る
起
業
・
創
業
・
事
業
拡

大
等
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

▼
補
助
率
と
補
助
上
限
額　

補
助
対
象
経
費

の
３
分
の
２
以
内
で
６
０
０
万
円

問問
申申

 

農
山
村
づ
く
り
推
進
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
７
８

　

道
の
駅

「あ
い
お
」
移
転
整
備

飲
食
販
売
店
舗
設
置
に
係
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
者
募
集

　
道
の
駅
「
あ
い
お
」
移
転
整
備
事
業
で

は
農
産
物
や
水
産
物
、
特
産
品
の
直
売
所

の
ほ
か
、
地
元
の
食
材
等
を
活
用
し
た
店

舗
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
実
施
設
計
や
出
店
者
の
募
集
等
の
参

考
に
す
る
た
め
、
事
業
者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

▼
ヒ
ア
リ
ン
グ
日
時　

５
月
下
旬
（
予
定
）

▼
場
所　

山
口
総
合
支
所
ま
た
は
市
内
の

任
意
の
場
所

▼
内
容　

申
し
込
み
時
に
提
出
さ
れ
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
も
と
に
、
事
業
内
容

や
必
要
な
面
積
等
を
お
聞
き
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
に
本
社
や
本
店
を
置
く
事

業
者
ま
た
は
事
業
所
を
置
く
予
定
が
あ

る
方
な
ど

問問
申申

 
５
月
16
日
（
金
・
必
着
）

午
後
5
時
ま
で
に
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
）
掲
載
の
提
出
書
類
一
式
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、持
参
、ま
た
は
郵
送
（
簡

易
書
留
郵
便
）、
宅
配
便
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
、
農
山
村
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
７
８
、

nousanson@
city.yam

aguchi.lg.jp

中
小
規
模
農
業
者
等
の
支
援

【
が
ん
ば
る
農
業
者
支
援
事
業
】

　
市
内
農
業
者
が
農
業
経
営
を
継
続
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
農
業
用
施
設
・
機
械

の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

▼
受
付
日
時
・
場
所  

4
月
28
日
（
月
）
13

交
付
す
る
制
度
で
す
。
対
象
と
な
る
農
地

に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
た
に
取

り
組
も
う
と
す
る
農
業
者
の
方
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問問 

農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
１
７
、
各
総
合
支
所
農
林
振
興
事

務
所
（
南
部
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐

２
４
５
７
、
徳
地
☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐

１
１
１
５
、
阿
東
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐

０
９
８
４
）

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　
農
用
地
の
維
持
管
理
、
水
路
や
農
道
等

の
農
業
用
施
設
の
保
全
管
理
、
軽
微
な
補

修
等
の
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
設
立

さ
れ
た
活
動
組
織（
農
業
者
等
）に
対
し
、

そ
の
活
動
を
支
援
す
る
交
付
金
制
度
で

す
。
活
動
を
検
討
さ
れ
る
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
交
付
金
単
価　

田
…
３
０
０
０
円
／
10

ａ
、
畑
…
２
０
０
０
円
／
10
ａ
等
（
活

動
内
容
に
よ
っ
て
交
付
額
の
変
更
あ
り
）

▼
活
動
期
間　

５
年
間

問問 

農
林
整
備
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
２
４

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
制
度

活
用
団
体
募
集

　
国
の
制
度
に
基
づ
き
、

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の

実
践
を
支
援
し
ま
す
。
令

和
７
年
度
か
ら
、
支
援
対

産
業


